質疑応答 by unknown




















































さい［発言者注：p. 7の下の図に出てきている。“Supporting flexible scheduling to provide 

















































































































































































































- 46 - 
ることもあるし、公共図書館がサポートしているところもあるし、個々の学校司書さんが勝
手に周りを巻き込んでやっているところもある。 
（中村）ありがとうございます。アメリカの場合、個別の事例の発表というのは自分たちで
やりたい人というのはやっていると思うのですけど、それぞれ学会だのプロフェッショナル
の集まりがあって、実践事例の報告はもちろんするし、実践か通して盛りあがるというのは
あるのだけれども、出版物として出てくるのってエビデンス、さっき出てきたように今の教
育学の動向との関係とか、専門職団体の信念とか、もしくは自分たちの基準を作った歴史と
か、そういうものをふまえた、青山さんがおっしゃってくださったと思うのですけど、それ
をいかに総合的に専門職のこれからの 10 年をリードする理論として見せて行くかというと
ころに少なくとも専門職団体が中心になって作る出版物の特徴があるかなって思いますね。
こういう個別の実践事例みたいな話は出てこなくて、ペルソナのようなものが提示されて、
あるべき姿とか、そういう人たちがこの基準を使ったらこういうことができるはずというこ
との提示というような…やり方が違うのですよね、日本は底上げのためにいろんな資料を作
っていて、提示してくというやり方が目にとまるのですけど、アメリカの場合は底上げして
いるというより、どんどん引っ張っていくための研究であり理論であるというようなそうい
う位置づけだなって私は理解しております。 
（Ａ氏）それはすごく同じようなことを感じます。なんかこうあるのがいいよねっていう話
がとてもしにくい。 
（中村）日本だと？ 
（Ａ氏）僕、アメリカは住んでないので、留学もしてないのでわからないですけれど、日本
にいてそれはすごく思います、理想を話せば話すほど、できないとか、できない私が悪いの
で、みたいな話になっちゃうので・ 
（中村）本当にそうですよ。だからチェンジ・マネジメントなのですね。アメリカにもいっ
ぱいそういう人はいて、こういう団体とか、出したらものすごい勢いで文句を言う人はいる
のですよ。そうなのだけれども、やっぱりそれをまとめられる人が必ずいて、リーダーとし
て、かつやっぱりアメリカのリーダーが、然るべき人が社会のリーダーになるという仕組み
というのは本当にすごいなといつも思うのですけど。（中略）だんだんダラダラしゃべるみ
たいなことになってきちゃったのでそろそろ解散しますか。いかがでしょうか。特に質問や
コメントがないようでしたら。 
 では。今日はお集まりいただき、ありがとうございました。非常に長くなってしまい申し
わけございません。  
 
 
